


本学の卒業生である瀬谷ルミ子さんの著書＝『職業は武装解除』に出会ったのは高校生

の頃、出生地によって「有する選択肢」が異なることに疑問を抱いた私は、人権および

選択肢を奪う紛争を解決する手立てを学ぶため、国際企業関係法学科へ進学しました。

ジャーナリズムゼミでは企画から取材、撮影、映像編集まで行いました。加えてFLPの

国際協力ゼミ、インターンシップ体験を通して地方の多文化共生に関わっていきたいと

いう思いが新たに生まれました。卒業後は地方のテレビ局へ入社します。地域から全国

を巻き込んでいくような報道を探求する記者として、あきらめず、粘り強く挑戦を続けて

いきたいです。

地域から全国を巻き込んでいくような報道を
粘り強く探求し続ける記者になりたいです

法と経済を学び、実践的な学びを重視するヨーロッパの大学のカリキュラムに最も近いカリキュラムを設置。
国の枠組みを超えて動く経済についての知見と法律学の専門的知見を修得でき、
留学を希望する学生や、グローバルな視点で学びたい学生のニーズにも応えます。

学びの特色

内定先 株式会社テレビ熊本

久保田 優果4年 中央大学杉並高等学校（東京都）出身

内定先 外務省

甲斐 詢也4年 県立浦和高等学校（埼玉県）出身

かねてから外交官を志していた私は、1年次から国際法を履修できること、そして卒業

生の主な進路に外務省と記されていたことに強い魅力を感じ国際企業関係法学科へ

進みました。これまで国際法について学びを深めてきました。日々の学びを通じて養わ

れる論理的思考力により、問題を解決する力、状況を分析する力、他者の気持ちを考える

力がついたと感じています。これは法曹や公務員に限らず、どの職種においても求めら

れます。国際秩序が動揺する今、外務省に入省後は、安全保障、経済、広報文化など多様

なツールや周囲の国々との関わりを大切に、日本の平和・独立の維持に貢献したいと考え

ています。

周囲の国々との関わりを大切にしながら
日本の平和・独立の維持に貢献したい

国際企業関係法学科

科
　
目
　
例

グローバル
社会と
法・演習

1年次 2年次 3・4 年次

経済社会分析
（企業関係）

国際社会分析
（国際関係）

法学・社会科学の
専門性を深める科目

現代社会と法学・社会科学の
接点に触れる科目

少人数のゼミで各種法領域の
基礎を学ぶ

少人数で専門学修を行う少人数のゼミで法学部における
学修の基本と技法を学ぶ

［ 修得できる３つの力 ］
進路別に

体系化された
科目群

英語
ドイツ語
フランス語
中国語

上級英語
上級ドイツ語
上級フランス語
上級中国語

より深く学びたい人のための
「インテンシブ・コース」
あり

選択
外国語

選択
外国語

継続的な
外国語学習による語学力を
基盤とした他者との

相互理解の構築をめざす

現代国際社会の
分析・理解・受容をめざし、
実学としての法律・経済の
素養と知識を養う

問題を発見し、
その積極的な

解決の提示を可能とする
創造力と発信力を育む

交流
・

交渉力

論理
分析力

立案
提案力

継続した能動的学修・外国語学習科目

法学基礎演習A 法学基礎演習B 専門演習

Reading
Inquiry-Based Interactive Learning
Project-Based Learning

英語

より高度な英語能力と英語で学ぶ能力を養う

■「海外スタディツアー」 ■「短期海外プログラム」 現実の社会秩序や課題解決と法の関係について学び、長期休暇中に短期の海外研修を行う。

■「民法総則・物権総論」
具体的な事案により民法総則と
物権総論を修得する

■「ミクロ経済学」
ミクロ経済学の体系的な知識を
修得する

■「比較法文化論」
異文化間コミュニケーション能力を
法律学の視点から体得する

■「外交と国際法」
外交と国際法の
相互作用や事例を理解する

■「企業法総論」「企業取引法」
商法・会社法など企業に関する
法を学修する上での基礎的理解と
知識を獲得する

■「マクロ経済学」
マクロ経済学の体系的な
知識を修得する

■「国際法総論」
国際法の歴史および
現代国際法の主体や、
その形成と適用について学ぶ

■「平和学」
秩序と正義の関係や国際事象を
身近な問題として捉え、
問題の原因と解決策を考察する

■「経済法（独占禁止法）」
   「経済法（経済規制法）」
公正かつ自由な競争のための
法的規制として、
独占禁止法や規制改革について学ぶ

■「開発の国際法」
国際社会の開発問題への
取り組みの歴史や南北問題への
国際法学のアプローチを学ぶ

■「企業財務論」
リスクを考慮した判断・意思決定・
評価について基礎と実践の面から学ぶ

■「財政学」
財政分析の一般的枠組みや租税政策、
公共支出、社会保障および財政政策・
財政再建について学ぶ

■「国際経済法」
国際通商や国際事業活動に
関する法的規制を取り上げ、
法概念から具体的事例までを学ぶ

■「国際取引法」
国際取引に関する
初歩的紛争解決技法を
身につける

■「金融論」
日本と世界の金融システムを
理解し、金融問題に対して、
自分で考え、意見を述べることが
できるようにする

■「国際人権法」
国際的な視点から、
人権問題を学ぶ

民間企業
外資系企業

公務員
国際公務員

法曹
（法科大学院）

卒業後の進路

国際企業
関係法学科

法学・社会科学の応用展開を図る科目
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